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都
市
計
画
課
で
は
、
市
制　

周
年
記

５０

念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り

　

年
史
」
を
編
集
中
で
す
。

５０
　

そ
の
中
で
、
過
去
の
市
内
の
街
並
み

や
風
景
な
ど
掲
載
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
方
の
ご
家
庭
で
古
い
写
真
が

あ
り
ま
し
た
ら
都
市
計
画
課
ま
で
ご
一

報
下
さ
い
。

　

お
名
前
・
撮
影
年
月
・
場
所
な
ど
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
後
日
連
絡
し
ま

す
。

○
募
集
期
間　
　

月　

日
ま
で

１１

３０

○
募
集
写
真　

市
内
の
街
並
み
や
風
景

を
撮
影
し
た
概
ね　

年
前
（
１
９
６
７

４０

年
以
前
）
の
写
真

○
借
用
期
間　

平
成　

年
３
月　

日
ま

２０

３１

で□問
 

都
市
計
画
課
��
７
０
９
・
０
５
６
４

　

国
民
年
金
の
免
除
制
度
（
全
額
免
除

・
４
分
の
１
納
付
・
半
額
納
付
・
４
分

の
３
納
付
）
を
申
請
し
て
、
４
分
の
１

納
付
・
半
額
納
付
・
４
分
の
３
納
付
の

「
一
部
納
付
」
が
承
認
さ
れ
た
場
合

は
、
一
部
納
付
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
改
め
て
納
付
書

が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用

下
さ
い
。

　

一
部
納
付
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
一
部
納
付
」
が
承
認
さ
れ
た

期
間
が
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
、
老
齢

基
礎
年
金
額
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

万
一
、
一
部
納
付
保
険
料
が
納
付
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
未
納
付
期
間
扱
い

に
な
り
、
受
給
資
格
期
間
・
年
金
額
に

反
映
さ
れ
ず
、
追
納
も
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

町
田
市
国
保
年
金
課

��
７
２
４
・
２
１
２
７

八
王
子
社
会
保
険
事
務
所

��
０
４
２
・
６
２
６
・
３
５
１
１

　

市
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

利
用
を
図
り
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
す

す
め
る
た
め
に
、
新
た
に
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対

し
、
そ
の
設
置
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
申
請
書
の
受
付
は
境
川

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
環
境
保
全
課
に

て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
在
住
（
予
定
含
む
）

で
、
市
内
に
住
宅
等
を
所
有
し
原
則
と

し
て
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム　

太
陽
電
池

出
力
が　

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太
陽
光

１０

発
電
シ
ス
テ
ム
で
、
市
が
別
に
定
め
る

技
術
仕
様
書
に
適
合
し
、
未
使
用
の
も

の○
補
助
金
の
交
付
額　

３
万
円
に
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
を
乗
じ

て
得
た
額
と
な
り
ま
す
が
、　

万
円
を

２０

限
度
額
と
し
ま
す

○
補
助
金
の
交
付
申
請　

住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
前
に
申
請
書

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
既
に
設
置
し
て

い
る
も
の
及
び
工
事
に
着
手
し
て
い
る

も
の
は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

※
申
請
書
及
び
概
要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
環
境
保
全
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
��
７
２
４
・
２
７
１
１

　

今
回
は
皆
さ
ん
の
身
近
に 
溢 
れ
て
い

あ
ふ

る
薬
物
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
ま

ず
、
「
く
す
り
（
医
薬
品
）
」
と
薬
物

の
ち
が
い
は
な
に
か
と
い
い
ま
す
と
、

ヒ
ト
や
動
物
の
病
気
の
治
療
、
予
防
、

診
断
の
目
的
に
用
い
る
薬
品
を
「
薬

（
医
薬
品
）
」
と
呼
び
ま
す
。
「
薬

物
」
は
「
く
す
り
」
や
「
化
粧
品
」
、

「
農
・
工
業
用
薬
品
」
等
や
そ
の
原
料

で
動
植
物
・
鉱
物
由
来
物
質
、
科
学
合

成
物
質
等
で
生
体
に
何
ら
か
の
作
用
を

す
る
物
質
を
言
い
ま
す
。
で
は
、
薬
物

乱
用
と
は
何
で
し
ょ
う
。
《
薬
物
乱
用

と
は
指
示
さ
れ
た
使
用
目
的
、
使
用

量
、
使
用
方
法
以
外
で
使
用
す
る
こ
と

を
言
い
ま
す
。
》
例
え
ば
、
胃
薬
や
風

邪
薬
を
普
通
は
２
錠
飲
む
と
こ
ろ
を
３

錠
飲
ん
だ
り
、
市
販
の
咳
止
め
シ
ロ
ッ

プ
を
一
本
全
部
飲
ん
で
し
ま
っ
た
り
す

る
こ
と
も
乱
用
と
い
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
乱
用
す
る
こ
と
で
精
神
や
身
体
に
重

大
な
障
が
い
を
起
こ
す
た
め
法
律
で
厳

し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
薬
物
で
製
造
・

輸
入
未
承
認
薬
物
（
研
究
用
は
除
く
）

や
麻
薬
、
向
精
神
薬
、
覚
せ
い
剤
、
大

麻
、
有
機
溶
剤
や
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
と
呼

ば
れ
る
も
の
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
薬
物
の
乱
用
は
脳
の
中
枢

神
経
に
作
用
し
快
感
（
多
幸
感
）
、
幻

覚
、
妄
想
（
夢
を
見
て
い
る
状
態
）
、

錯
乱
、
虚
脱
、
感
覚
異
常
、
フ
ラ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
な
ど
の
精
神
異
常
を
起
こ
す

依
存
性
（
習
慣
性
）
を
持
つ
精
神
障
が

い
だ
け
で
な
く
、
心
臓
・
肝
臓
・
腎
臓

な
ど
の
臓
器
障
が
い
、
脳
萎
縮
、
生
殖

機
能
障
が
い
、
遺
伝
子
障
が
い
な
ど
肉

体
へ
の
障
が
い
も
起
こ
し
ま
す
。
で

は
、
法
で
規
制
さ
れ
て
い
る
大
変
危
険

な
薬
物
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

　

麻
薬
（
コ
カ
イ
ン
・
ア
ヘ
ン
を
含

む
）
は
、
ガ
ン
の
痛
み
止
め
や
咳
止

め
、
下
痢
止
め
、
麻
酔
に
使
用
さ
れ
、

向
精
神
薬
等
は
、
精
神
安
定
、
睡
眠
導

入
、
鎮
痛
、
神
経
刺
激
（
興
奮
）
に
使

用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
は
ご
自
身

が
医
師
、
薬
剤
師
の
指
示
通
り
使
用
す

れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

他
の
人
に
譲
っ
た
り
、
違
う
目
的
で
使

用
し
た
場
合
は
『
麻
薬
及
び
向
精
神
薬

取
締
法
』
及
び
『
あ
へ
ん
取
締
法
』
に

よ
り　

年
以
下
の
懲
役
刑
な
り
ま
す
。

１０

ま
た
、
医
療
で
は
使
用
さ
れ
な
い
合
成

麻
薬
で
盛
り
場
な
ど
で
密
売
さ
れ
て
い

る
Ｌ
Ｓ
Ｄ
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
エ
ク
ス
タ
シ

ー
）
、
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ラ
ブ
ド
ラ
ッ
グ
）
と

マ
ジ
ッ
ク
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
も
同
じ
様

に
処
罰
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
、
わ
が

国
で
は
製
造
・
使
用
を
認
め
ら
れ
て
い

な
い
麻
薬
の
『
ヘ
ロ
イ
ン
』
は
最
高
で

無
期
懲
役
と
な
り
ま
す
。

　

覚
せ
い
剤
は
、
医
療
現
場
で
は
重
篤

な
睡
眠
障
が
い
や
統
合
失
調
症
の
遅
鈍

症
、
手
術
後
の
虚
脱
回
復
、
イ
ン
ス
リ

ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
医
療

機
関
で
厳
重
に
管
理
さ
れ
普
通
に
は
入

手
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
覚
せ
い
剤

は
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
や
眠
気
防
止
、
疲

労
回
復
に
効
く
と
言
わ
れ
、
エ
ス
、
ス

ピ
ー
ド
、
シ
ャ
ブ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
闇

の
世
界
で
密
売
買
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
覚
せ
い
剤
の
製
造
原
料
に
な
る
薬

物
は
、
咳
止
め
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

薬
は
医
療
機
関
や
保
険
薬
局
で
厳
重
に

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
覚
せ
い
剤
・
覚

せ
い
剤
原
料
は
『
覚
せ
い
剤
取
締
法
』

に
よ
り
不
法
に
製
造
・
輸
入
・
所
持
・

使
用
す
る
と
最
高
で
無
期
懲
役
と
な
り

ま
す
。

　

大
麻
は
麻
の
１
年
草
で
あ
る
大
麻
草

の
乾
燥
葉
（
マ
リ
フ
ァ
ナ
）
、
若
芽
や

樹
脂
を
固
め
た
大
麻
樹
脂
（
ハ
シ
ッ
シ

ュ
）
、
花
穂
部
と
樹
脂
を
固
め
た
ガ
ン

ジ
ャ
、
花
穂
を
固
め
た
ブ
ッ
ダ
ス
テ
ィ

ク
、
成
分
を
抽
出
し
た
ハ
シ
ッ
シ
ュ
オ

イ
ル
な
ど
を
言
い
、
大
麻
草
を
栽
培
し

た
り
所
持
や
使
用
す
る
と
『
大
麻
取
締

法
』
に
よ
り　

年
以
下
の
懲
役
に
な
り

１０

ま
す
。

　

ペ
ン
キ
や
ニ
ス
等
の
希
釈
や
接
着
剤

原
料
に
使
用
さ
れ
る
シ
ン
ナ
ー
や
ト
ル

エ
ン
な
ど
の
有
機
溶
媒
は
脂
肪
を
溶
か

す
力
が
強
い
た
め
体
の
各
臓
器
に
障
が

い
を
与
え
、
特
に
大
脳
に
は
回
復
不
能

な
障
が
い
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
過

度
の
吸
引
に
よ
り
呼
吸
麻
痺
を
起
こ
し

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
不
正
に
所
持
し
た
り
吸
入
し
た
り
す

る
と
『
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
』
に
よ

り
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
５
万
円

以
下
の
罰
金
刑
に
な
り
ま
す
。

　

脱
法
ド
ラ
ッ
グ
（
７
成
分
：
２
Ｃ－

Ⅰ
、
Ｍ
Ｂ
Ｄ
Ｂ
、
５－

Ｍ
ｅ
Ｏ－

Ｍ
Ｉ

Ｐ
Ｔ
、
３
Ｃ
Ｐ
Ｐ
、
５－

Ｍ
ｅ
Ｏ－

Ａ

Ｍ
Ｔ
、
Ｔ
Ｍ
Ａ
―
２
、
２
Ｃ－

Ｔ
２
）

は
合
法
ド
ラ
ッ
グ
と
も
呼
ば
れ
商
品
名

は
色
々
で
す
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
盛

り
場
な
ど
で
健
康
食
品
や
ア
ロ
マ
油
、

芳
香
剤
等
と
し
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ヨ
ー
テ
と
呼
ば
れ
る
麻
薬
成

分
を
含
む
サ
ボ
テ
ン
も
あ
り
ま
す
。
や

は
り
こ
れ
ら
の
も
の
も
幻
覚
や
多
幸
感

な
ど
の
作
用
が
あ
り
死
亡
事
故
や
レ
イ

プ
犯
罪
等
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

脱
法
ド
ラ
ッ
グ
は
知
事
指
定
薬
物
と
し

て
製
造
販
売
使
用
禁
止
と
な
っ
て
お

り
、
違
反
す
る
と
条
例
で
罰
則
を
受
け

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
違
法
に
薬
物
を
所
持

使
用
す
る
と
条
例
や
各
々
の
法
と
薬
事

法
、
医
療
法
や
そ
の
他
の
法
で
厳
し
く

罰
せ
ら
れ
ま
す
。
薬
物
は
正
し
く
使
用

し
、
甘
い
誘
惑
に
乗
ら
ず
断
る
勇
気
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

　参勤交代の大名行列（午後０時４５分～２時
１５分）をはじめ本陣太鼓、大道芸ほか江戸時
代の甲州街道のにぎわいなどを再現します。
当時の情緒ある雰囲気を感じてみませんか。

○日時　１１月３日（祝）
　　　　午前１０時３０分～午後３時３０分
※雨天の場合、大名行列は中止。
○会場　小原宿本陣
　　　　（相模原市相模湖町小原６９８－１）
○交通　ＪＲ中央線相模湖駅から「桂橋経由
三ヶ木」か「桂橋行き」バスで「小原」下
車または同駅から徒歩１５分
　　　　　　　　□問 相模湖経済環境課
　　　　　　　　　��０４２・６８４・３２１１（代）

展
示
内
容

１　

模
索
の
と
き　

２　

文
学
へ
の
目
覚
め
・
師
友
と
の
出

会
い　

３　

フ
ラ
ン
ス
留
学　

４　

作
家
の
軌
跡　

５　

『
深
い
河
』　

６　

玉
川
学
園
で
の
日
　々

７　

様
々
な
活
動　

８　

受
け
継
が
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ　

見
ど
こ
ろ

○
文
才
の
一
端
を 
偲 
ば
せ
る
小
学
校
時

し
の

代
の
文
集
や
「
大
連
新
聞
」
に
掲
載
さ

れ
た
詩

○
今
年
三
月
に
発
見
さ
れ
た
遠
藤
氏
あ

て
の
大
量
の
手
紙
や
初
の
著
書
『
フ
ラ

ン
ス
の
大
学
生
』
の
自
筆
原
稿

○
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の
日
記
や
興
味
深

い
書
き
込
み
が
残
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
原

書○
留
学
時
代
に
心
を
通
わ
せ
た
フ
ラ
ン

ス
人
女
性
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
の
手
紙

や
関
連
資
料

○
町
田
で
代
表
作
『
沈
黙
』
な
ど
を
執

筆
し
た
当
時
の
机
や
椅
子
、
愛
蔵
の
ル

　

文
学
館
で
は
、
『
沈
黙
』
や
『
侍
』
『
狐
狸
庵
閑
話
』
な
ど
数
々
の
代

表
作
を
町
田
で
執
筆
し
た
作
家
、
遠
藤
周
作
氏
の
没
後　

年
目
の
回
顧
展

１１

を
開
催
中
で
す
。

　

若
き
日
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
体
験
や
、
生
涯
に
わ
た
る
母
親
と
の
絆
に
焦

点
を
当
て
、
い
ま
な
お
多
く
の
読
者
を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
「
遠
藤
文

学
」
の
秘
密
に
迫
る
企
画
展
で
す
。

オ
ー
の
絵
画
、
な
ど
多
数

○
会
期　
　

月　

日
（
日
）
ま
で

１２

１６

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
入

１０

室
は
午
後
４
時　

分
）

３０

○
休
館
日　

毎
月
曜
日
・
第
２
木
曜
日

○
入
館
料　

一
般
４
０
０
円
、
大
学
生

・　

歳
以
上
２
０
０
円
、
高
校
生
以
下

６５
無
料

頒
布
資
料

○
「
展
示
図
録
」
Ｂ
５
判
１
２
０
ペ
ー

ジ
（
頒
価
１
０
０
０
円
）　

○
「
町
田
市
民
文
学
館
蔵
遠
藤
周
作
蔵

書
目
録
（
欧
文
篇
）
光
の
序
曲
」
Ａ
５

判　

ペ
ー
ジ
（
頒
価
７
０
０
円
）

９６
※
留
学
中
に
愛
読
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
の

文
学
書
７
１
２
点
の
書
誌
事
項
、
書
き

込
み
な
ど
を
収
め
た
蔵
書
目
録
。

　

遠
藤
氏
と
親
し
か
っ
た
方
々
を
お
招

き
し
て
、
作
家
の
素
顔
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
講
師　

写
真
家
・
稲
井
勲
氏

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
後
５
時

１１

２０

　

分
〜
７
時

３０○
定
員　
　

人
２０

○
費
用　

茶
菓
代
５
０
０
円

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館
１
階
文
学

サ
ロ
ン

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
市

民
文
学
館
へ
。

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

町
田

市
民
文
学
館
（
原
町
田
４－

　

－

　

、

１６

１７

��
７
３
９
・
３
４
２
０
）

町
田
市
民
文
学
館

町
田
市
民
文
学
館

開
館
一
周
年
記
念
特
別
企
画
展

　
　
　

開
館
一
周
年
記
念
特
別
企
画
展

「
遠
藤
周
作
と

「
遠
藤
周
作
とPP

aa
uu
ll
EE
nn
dd
oo

－－

母
な
る
も
の
へ
の
旅
」
開
催
中

母
な
る
も
の
へ
の
旅
」
開
催
中

関
連
イ
ベ
ン
ト

�

�
�
�
�
�
�
�
�

����
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������

国
民
年
金
保
険
料
の

国
民
年
金
保
険
料
の

一
部
納
付
制
度
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ

一
部
納
付
制
度
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ
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健康�
　メモ�
（町田市薬剤師会）�

「
薬
物
乱
用
防
止
」

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

相模原市�
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